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現
在
、
避
難
情
報
や
防
災
気
象
情
報
を
、

５
段
階
の「
警
戒
レ
ベ
ル
」を
用
い
て
お
伝
え
し

て
い
ま
す
が
、
令
和
３
年
５
月
20
日
か
ら
警

戒
レ
ベ
ル
の
内
容
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
警
戒
レ
ベ
ル
３
の「
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」が「
高
齢
者
等
避

難
」に
変
更
さ
れ
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
の「
避
難

指
示（
緊
急
）・
避
難
勧
告
」が「
避
難
指
示
」に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
情
報
は
、
発
令
す
る
地
域
を
併
せ
て

発
表
し
ま
す
。（
例
：
○
○
川
流
域
、
○
○
地

区
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
）対
象
地
域
の

皆
さ
ん
は
、
お
互
い
に
声
を
か
け
あ
っ
て
安

全
・
確
実
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
警
戒
レ
ベ

ル
３
、４
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
危
険
な
場
所
か

ら
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
①

　

避
難
の
時
間
の
か
か
る
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
と
そ
の
支
援
者
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
３

高
齢
者
等
避
難
で
危
険
な
場
所
か
ら
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
②

　

避
難
勧
告
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
警
戒
レ
ベ
ル
４
避
難
指
示
で
危
険
な
場
所

か
ら
全
員
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
③

　

警
戒
レ
ベ
ル
５
は
、
す
で
に
安
全
な
避
難

が
で
き
ず
、
命
が
危
険
な
状
況
で
す
。
直
ち

に
身
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
！

　

安
全
を
確
保
で
き
て
い
る
の
に
、
危
険
を

冒
し
て
ま
で
移
動
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

風
水
害
か
ら
身
を
守
る

風
水
害
か
ら
身
を
守
る

水
害
・
土
砂
災
害
の
防
災
情
報
の

伝
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た

警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難
指
示
で

危
険
な
場
所
か
ら
必
ず
避
難

（
避
難
勧
告
は
廃
止
で
す
）

避
難
と
は
難
を
避
け
る
こ
と
。

つ
ま
り
、
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
！

※１　�市が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル５は必ず発令され
る情報ではありません。

※２　避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※３　�警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備を

したり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。
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大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
や
土
の
う
袋
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
い
ざ
欲
し
い
時
に
お
店
に
行
っ
た
ら
、

売
り
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
十

分
考
え
ら
れ
ま
す
。
早
め
に
各
自
で
準
備
し
、

も
し
も
の
時
の
た
め
に
備
蓄
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
で
は
、
全
国
の

皆
さ
ん
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
物
資
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

本
来
は
個
人
で
備
蓄
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

な
る
べ
く
厚
い
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
選
ぶ

　

厚
手
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
破
れ
に
く
く

丈
夫
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
防
水
の
性
能
も

高
く
な
り
ま
す
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
厚
さ
は

シ
ャ
ー
プ
数
字
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
＃
３

０
０
０
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

「
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
」

「
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
」を
高
め
ま
し
ょ
う

を
高
め
ま
し
ょ
う

安全安心メール
登録用ＱＲコード

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
土
の
う
袋

は
各
自
で
用
意
を
！

「
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は「
防
災
」＋
英
語
の「
リ

テ
ラ
シ
ー
」を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。
リ
テ
ラ
シ
ー
は「
正
し
く
読
み
書
き

が
で
き
る
能
力
」と
い
う
意
味
で
、「
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
」と
は
広
義
的
に「
防
災
の

知
識
」「
災
害
に
備
え
る
力
」と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
・
津
波
・
台
風
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
今
こ
そ
一
人
ひ
と
り
の
防
災
リ
テ

ラ
シ
ー
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令和元年房総半島台風では大量のブルーシートが必要となりました

　

避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
避
難

所
の
開
設
状
況
を
含
め
、
防
災
行
政
無
線
や

安
全
安
心
メ
ー
ル
、
ヤ
フ
ー
防
災
な
ど
で
随

時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
メ
ー
ル

　
「
防
災
・
防
犯
に
関
す
る
情
報
」を
メ
ー
ル

で
配
信
し
て
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
が
雨

音
や
暴
風
に
よ
り
聞
こ
え
に
く
い
場
合
で
も
、

同
じ
内
容
を
安
全
安
心
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
メ
ー
ル
配
信
登
録
方
法

①�「aam
-reg@

anzenlife.jp

」を
入
力
し
、
空

メ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

②�

メ
ー
ル
送
信
後
、
登
録
用
メ
ー
ル
が
届
く

の
で
、
メ
ー
ル
添
付
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
選
択
し
、

登
録
画
面
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

③�

氏
名
を
入
力
後
、
希
望
す
る
メ
ー
ル（
防

犯
・
防
災
）を
選
択
し
、
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

④�
登
録
が
完
了
す
る
と
、
登
録
完
了
メ
ー
ル

が
届
き
ま
す
。

確
実
な
情
報
収
集
を
！

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
速
報

　

南
房
総
市
は
、
ヤ
フ
ー
㈱
と
災
害
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
。
避
難
情
報
・
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
な
ど
の
緊
急
情
報
を「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災

速
報
」ア
プ
リ
で
発
信
し
、
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で

利
用
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
利
用
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
無
料
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
必
要
で
す
。

　

ア
プ
リ
の
地
点
登
録
機
能
活
用
に
よ
り
、

市
民
だ
け
で
な
く
観
光
客
を
含
め「
誰
で
も
」

市
の
災
害
情
報
を
受
信
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス

　

防
災
行
政
無
線
の
内
容
を
電
話
で
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
24
時
間
以
内
の
放
送
に
限

り
ま
す
）

☎
０
４
７
０
―
36
―
１
９
０
０

※�

各
世
帯
に
設
置
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線

の
戸
別
受
信
機
に
は
乾
電
池
が
入
っ
て
い

ま
す
。
電
池
切
れ
に
な
る
と
ピ
ー
ピ
ー
と

音
が
鳴
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
電
池
交

換
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ＱＲコードを読み
取り空メールを送
信すると、登録用
ＵＲＬがメールで
届きます。

Ｙａｈｏｏ！
防災速報

登録用ＱＲコード

ＱＲコードを読み
取りアプリをダウ
ンロードしてくだ
さい。
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非
常
持
ち
出
し
品
の
例

　

携
帯
用
飲
料
水
、
食
品
、
貴
重
品
、
救
急

用
品
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
ず
き
ん
、
軍
手
、

ラ
イ
ト
、
衣
類
、
下
着
、
毛
布
、
保
温
シ
ー

ト
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
携
帯
ラ
イ
ト
・
ラ
ン
タ
ン

（
予
備
電
池
）、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
筆
記
用
具
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
の
い
る
家
庭
は
粉
ミ
ル
ク
、
哺
乳
瓶
、
紙

お
む
つ
な
ど

　

現
在
、
避
難
所
は
コ
ロ
ナ
禍
の
３
密
を
避

け
る
た
め
、
収
容
人
数
が
通
常
時
の
３
分
の

１
程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
が
、
混
雑
ま
た
は
満
員
に
な
っ
て

い
て
、
別
の
避
難
所
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
っ
た
状
況
を
避
け
る
た
め
、
混

雑
状
況
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム（
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
を
す
る
際
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

避難所混雑状況
見える化サービス

ＱＲコード

ＱＲコードを読み
取りアクセスして
ください。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し

て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
避
難
所
を
開
設
す

る
よ
う
な
大
規
模
な
地
震
や
風
水
害
な
ど
が

発
生
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
を
考
え
、
平
時

の
事
前
準
備
お
よ
び
災
害
時
の
避
難
行
動
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
避
難
所
で
は
、
消
毒
薬
の
準
備
や
一
人
一

人
の
距
離
を
取
る
な
ど
の
対
策
を
し
ま
す
が
、

各
自
で
マ
ス
ク
や
体
温
計
、
使
い
捨
て
ス

リ
ッ
パ
な
ど
の
室
内
履
き
も
持
参
し
、
自
身

を
感
染
か
ら
守
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
避
難
所
で
の
飛
沫
感
染
防
止
対
策
や

パ
ー
ソ
ナ
ル
空
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
簡

易
テ
ン
ト
を
持
ち
込
み
す
る
場
合
に
は
、
縦

横
２
ｍ
10
㎝
ま
で
の
サ
イ
ズ
な
ら
持
ち
込
み

可
能
で
す
。

　

台
風
が
接
近
し
て
く
る
前
か
ら
、
台
風
が

過
ぎ
る
ま
で
の
間
に
避
難
す
る「
短
期
避
難
」

を
行
う
場
合
で
も
、
避
難
中
の
食
べ
物
や
、

寝
る
た
め
の
毛
布
な
ど
、
短
い
間
で
も
使
う

生
活
用
品
を
持
参
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。 災

害
時
の
避
難
行
動
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

避
難
所
混
雑
状
況
が
確
認

で
き
ま
す

短
期
避
難
で
も
準
備
す
る

大規模停電に対応した通信網を整備しました
災害などにより通信手段が途絶した場合でも広域避難所で情報収集が可能に

　南房総市では、令和元年房総半島台風による長期停電であらゆる通信手段が途絶した教訓を踏まえ、停電
に強い新たな災害時通信網を整備しました。
　避難所の通信網では、現地対策本部（地域センター）と各広域避難所を停電の影響を受けない衛星無線、簡
易無線で繋ぎ、現地対策本部と災害対策本部（市役所）は衛星無線で通信を行います。また、災害対策本部
は、衛星電話により外部との通信を行い、少なくとも広域避難所までは繋がる新たな災害通信網になります。

市民は避難所で
情報収集・発信

孤立集落には衛星無線を
ドローンにより配備

山間部などで、簡易無
線が繋がらない避難所
は衛星無線を配備

外部との通信は、
衛星電話を使用

災害対策本部
（市役所）

国・県

簡易無線 簡易無線

衛星電話
Ｂ避難所

Ｃ避難所

現地対策本部
（各地域センター）

衛生無線衛生無線 衛生無線

Ａ避難所
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新型コロナワクチン接種についてのお知らせ
◆新型コロナワクチンの予約が取りにくい状況です
　新型コロナワクチンの予約が始まりましたが、予約枠がすぐに埋まってしまうなど、予約が取りにくい状況と
なっております。必ず接種を希望するすべての方が受けられますので、ご理解とご協力をお願いします。
◆新型コロナワクチン接種を受けるときは
　ワクチン接種をする際は、｢接種券｣、｢予診票｣、｢本人確認書類(健康保険証・運転免許証など)｣、｢お薬手
帳(お持ちの方)｣をご持参ください。
・接種前後に他の予防接種を行う場合は、原則として２週間以上の間隔をあけてください。
・接種当日にご自宅で体温測定をして、明らかな発熱がある場合や体調が悪い場合などは、接種を控えて、連
絡をお願いします。
　個別接種の場合／予約した医療機関に連絡をしてください。
　集団接種の場合／南房総市コールセンター(☎０５０－３８１５－４８０１)に連絡してください。

※インフルエンザなどのワクチンより痛みが強いと感じる方もいます。
※これらの症状の大部分は、接種後数日以内に回復しています。
※疲労や関節痛、発熱など、１回目より２回目の方が頻度が高くなる症状もあります。
　
★千葉県新型コロナワクチン副反応専門相談窓口　☎０３―６４１２－９３２６　(全日24時間受付)
　副反応などに係る相談に、専門的な知識を有する医師のバックアップを受けて、看護師などが24時間体制で
応じます。

ワクチンを受けた日の注意点
・激しい運動は控えてください。
・�接種部位は清潔に保ちましょう。接種当日の入浴は問題ありませんが注射した部分は強くこす
らないようにしましょう。

ワクチンを受けた後もマスクの着用など、
感染予防対策の継続をお願いします

新型コロナワクチン集団接種の予約電話
～慌てず、かけ間違いのないようお願いします～

　ワクチンを受けた方は、新型コロナウイルス感
染症の発症を予防できると期待されていますが、
他の方への感染をどの程度予防できるかはまだ
分かっていません。また、ワクチン接種が徐々に
進んでいく段階では、すぐに多くの方が予防接
種を受けられるわけではなく、ワクチンを受けた
方も受けていない方も、共に社会生活を営んで
いくことになります。このため、皆さまに感染予
防対策を継続していただくようお願いします。
　具体的には、｢３つの密(密集・密接・密閉)｣の
回避、マスクの着用、石けんによる手洗いや手
指消毒用アルコールの励行などをお願いします。

予約専用携帯電話（8:30 ～ 17:00）
☎０７０－５５８５－７４４８　
☎０７０－５５８６－３９６３　　
☎０７０－５５８５－１３７７　
☎０７０－５４５５－３５２０
☎０７０－５４５５－６６５０
※�予約枠がなくなった場合や、受付時間以外はつな
がりません。

　健康支援課（8:30 ～ 17:00）　　
☎０４７０－３６－１１５２　　
☎０４７０－３６－１１５４　
☎０４７０－２９－５８４２　　　　　　
　コールセンター（当面の間、9：00 ～ 17：00）
☎０５０－３８１５－４８０１

◆接種後、数日以内に現れる可能性のある症状
発現割合 症　　　状
50％以上 接種部位の痛み、疲労、頭痛

10-50％ 筋肉痛、悪寒、関節痛、下痢、発熱、接種部位の腫れ

1-10％ 吐き気、嘔吐
出典：接種後の注意点（厚生労働省）
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普
通
徴
収
の
納
期
は
年
８
回（
７
月
か
ら
翌

年
２
月
ま
で
の
各
月
）で
す
。

　

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）で
納
め

る
人
に
は
７
月
下
旬
に「
税
額
決
定
通
知
兼

特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
納
期
は
年
６
回（
年
金
支
給
月
）

で
す
。

　

な
お
、
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。
世

帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
く

て
も
家
族
が
加
入
し
て
い
る
場
合
、
世
帯
主

に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

普
通
徴
収

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
原
則
口
座
振
替
と
な

り
ま
し
た
が
、
口
座
振
替
が
困
難
な
場
合
は
、

必
ず
納
期
限
内
に
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
、
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

も
し
く
は「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

特
別
徴
収

　

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で

「
加
入
者
全
員
が
65
歳
か
ら
74
歳
」な
ど
の
一

定
の
条
件
を
満
た
す
人
は
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
。

軽
減
基
準
額
の
見
直
し

　

税
制
改
正
に
よ
る
個
人
所
得
課
税
の
見
直

し（
給
与
所
得
控
除
や
公
的
年
金
等
控
除
か

ら
、
基
礎
控
除
へ
10
万
円
の
振
替
な
ど
）に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
水
準
に
関
し

て
意
図
せ
ざ
る
影
響
や
不
利
益
が
生
じ
な
い

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
定
の
給
与
所
得
者
等（
※
）が
世
帯
に
２

名
以
上
い
る
世
帯
は
、
税
制
改
正
後
に
お
い

て
軽
減
措
置
に
該
当
し
に
く
く
な
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
影
響
を
回
避
す
る
た
め
軽
減
基
準

額
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
※
）�給
与
所
得
者
等
…
給
与
所
得
者（
給
与
収

入
が
55
万
円
を
超
え
る
方
）と
公
的
年
金

等
の
支
給
を
受
け
る
方（
65
歳
未
満
：
公

的
年
金
等
の
収
入
が
60
万
円
を
超
え
る

方
／
65
歳
以
上
：
公
的
年
金
等
の
収
入

が
１
１
０
万
円
を
超
え
る
方
）を
指
し
ま

す
。

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
子
ど
も
の

均
等
割
額
の
一
部
を
減
免
し
ま
す
。

減
免
の
対
象

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
18
歳
未

満
の
子
ど
も（
令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
、
平

成
15
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）の
い

る
世
帯
の
世
帯
主

※
未
申
告
世
帯
を
除
き
ま
す
。

減
免
の
内
容

・�

均
等
割
保
険
税
額
の
２
分
の
１
を
減
免
し

ま
す
。

・�

軽
減
措
置
対
象
世
帯
は
、
軽
減（
７
割
・
５

割
・
２
割
）後
の
均
等
割
額
の
２
分
の
１
を

減
免
し
ま
す
。

・�

子
ど
も
均
等
割
減
免
後
の
税
額
が
賦
課
限

度
額
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
賦
課
限
度

額
が
税
額
と
な
り
ま
す
。

・�

減
免
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
３
年
度

国
民
健
康
保
険
税
の
変
更
点

子
育
て
世
帯
の
保
険
税
減
免

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書･

納
期

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
方

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書

第
１
期
の
納
期
限
は
８
月
２
日（
月
）で
す
。
納
期
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

７月中旬に
送付します

軽減基準額の見直し
軽減区分 改正 軽減基準（世帯主および国民健康保険加入者の合計所得）

７割軽減
改正前 ３３万円以下
改正後 ４３万円＋１０万円×（給与所得者等の数－１）以下

５割軽減
改正前 ３３万円＋（２８万５千円×加入者数）以下

改正後 ４３万円＋（２８万５千円×加入者数）
＋１０万円×（給与所得者等の数－１）以下

２割軽減
改正前 ３３万円＋（５２万円×加入者数）以下

改正後 ４３万円＋（５２万円×加入者数）
＋１０万円×（給与所得者等の数－１）以下
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世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
、
均
等
割
額

の
７
割
、
５
割
、
２
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
の
被
用
者
保
険（
国
民
健
康
保
険
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
組
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
均
等
割
額
が
、

加
入
後
２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
５
割
軽
減

と
な
り
、
所
得
割
額
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
が
低
い
方
は
、
均
等

割
額
の
軽
減（
７
割
軽
減
）が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
人
が
、
引
き
続
き
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

で
も
口
座
振
替
に
す
る
に
は
、
新
た
に
口
座

振
替
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

特
別
徴
収

　

７
月
下
旬
に「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」と

「
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
納
期
は
年
６
回（
年
金
支
給
月
）

で
す
。　

※�

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
口
座

振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

　

被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す
る「
均

等
割
額
」と
、
被
保
険
者
の
前
年（
令
和
２
年

中
）所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得
割
額
」の

合
計
額
を
も
と
に
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
の
12
か
月
分（
加
入
月
数
に
応
じ

て
月
割
さ
れ
ま
す
）が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

均
等
割
額　

４
万
３
千
４
百
円

所
得
割
額　

基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
に

所
得
割
率
の
８
・
39
％
を
か
け
た
額

賦
課
限
度
額（
１
人
あ
た
り
の
保
険
料
の
最

高
額
）　

64
万
円

軽
減
の
概
要

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
離
職
日
の

翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
離
職
日
の
属
す
る
年

度
の
翌
年
度
末
ま
で
の
間
、
前
年
の
給
与
所

得
を
１
０
０
分
の
30
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
証（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
事
前
に
受
給
資
格
者
証
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。）

　　

75
歳
以
上
の
人
と
、
一
定
の
障
害
が
あ
り

認
定
を
受
け
た
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
の

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」を
７
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。

　
普
通
徴
収（
納
入
通
知
書
）

　

７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
８
回
に
分
け

て
、
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

も
し
く
は「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と

な
っ
た
人
は
、
加
入
か
ら
当
分
の
間
、
特
別

徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）を
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替
を
し
て
い

令和３年度国民健康保険税・後期高齢者医療
保険料納期限（普通徴収）

期別 納 期 限 期別 納 期 限

１期 ８月２日（月） ５期 11月30日（火）

２期 ８月31日（火） ６期 12月27日（月）

３期 ９月30日（木） ７期 １月31日（月）

４期 11月１日（月） ８期 ２月28日（月）

軽減該当

種類 離職理由
雇用保険の受給資
格者証の該当する
理由コード

雇用保険の特定
受給資格者

倒産、解雇などの事業主
都合によるもの

１１・１２・２１
２２・３１・３２

雇用保険の特定
理由離職者

雇用期間満了などによる
もの ２３・３３・３４

※�
特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
口
座

振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
倒
産
、
解

雇
な
ど
で
離
職
し
た
65
歳
未
満（
離
職
時
の

年
齢
）の
人
が
、
雇
用
保
険
の
手
続
き
に
よ
り

認
定
さ
れ
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

離
職
し
た
人
の
軽
減
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
め
方

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
内
容

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書
を
送
付
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原
則
と
し
て
、
毎
年
６
月
、
10
月
、
２
月

の
10
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
を
支
給

し
ま
す
。（
10
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

直
前
の
平
日
と
な
り
ま
す
。）

認
定
請
求

　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
場
合
や
、
他
の
市

区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合
に
は
、
市
の
窓

口（
公
務
員
の
場
合
は
勤
務
先
）に「
認
定
請
求

書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

市
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
申
請

し
た
月
の
翌
月
分
の
手
当
か
ら
支
給
し
ま
す
。

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の

安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会

を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
育
ち
を
応
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

南
房
総
市
に
住
所
を
有
し
、
中
学
校
修
了

前（
15
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
）ま
で
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

・
３
歳
未
満　
　

　
　

一
律　
　
　
　
　

１
万
５
千
円

・
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　
　

第
１
子
・
２
子　

１
万
円

　
　

第
３
子
以
降　
　

１
万
５
千
円

・
中
学
生　
　
　

　
　

一
律　
　
　
　
　

１
万
円

※�

所
得
制
限
を
設
け
、
受
給
者
の
所
得
が
限

度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
特
例
給
付
と
し

て
月
額
一
律
５
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

趣
旨

支
給
対
象

支
給
額

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

【所得制限限度額】

扶養親族等
の数

所得制限
限度額 収入額の目安

０人 622.0 万円 833.3 万円

１人 660.0 万円 875.6 万円

２人 698.0 万円 917.8 万円

３人 736.0 万円 960.0 万円

４人 774.0 万円 1002.1 万円

５人 812.0 万円 1042.1 万円

認
定
請
求
に
必
要
な
書
類

・
請
求
者
の
健
康
保
険
証

・
請
求
者
名
義
の
通
帳

・
認
め
印

・�

請
求
者
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
と
身
元
確
認
書
類（
運
転
免
許
証

な
ど
）

※�

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
書
類
が
追

加
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
現
在
の
状
況

を
把
握
し
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
等
を

引
き
続
き
受
け
る
要
件（
児
童
の
監
護
、
生
計

同
一
関
係
な
ど
）を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
６
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
今
年
度
は
市
か
ら
郵
送
す
る
現
況

届
に
切
手
不
要
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　

社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　

☎
36
―
１
１
５
３

支
給
時
期

支
給
手
続
き

現
況
届
の
提
出
は
６
月
中
に
！

郵
送
で
提
出
が
で
き
ま
す
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と
な
っ
て
い
る
方

支
給
金
額

　

児
童
一
人
当
た
り
５
万
円

申
請
手
続
き

１
．
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

　

申
請
は
不
要
で
す
。
５
月
に
支
給
済
で

す
。

２
．
公
的
年
金
等
受
給
者

　

申
請
が
必
要
で
す
。

３
．
家
計
急
変
者

　

申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法

　

申
請
書
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
記
入
い
た
だ
き
申
請
す
る

か
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

令
和
４
年
２
月
28
日（
月
）

支
給
予
定
日

　

申
請
書
類
を
受
付
後
、
審
査
決
定
次
第
、

順
次
支
給
予
定
で
す
。

　

　

社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

		


☎
36
―
１
１
５
３

　

５
月
19
日（
水
）に
各
地
区
行
政
連
絡
員

の
代
表
者
を
集
め
、
第
１
回
行
政
連
絡
協

議
会
が
開
か
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
、
次

の
と
お
り
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、

行
政
区
へ
の
運
営
交
付
金
の
交
付
、
行
政

区
か
ら
の
要
望
書
の
受
付
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
課　

☎
33
―
１
０
０
５

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
子
育
て
世
帯
の
雇

用
動
向
が
悪
化
し
て
お
り
、
子
育
て
に
対
す

る
負
担
の
増
加
や
収
入
の
減
少
な
ど
大
き
な

困
難
が
心
身
な
ど
に
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
子
育
て
世
帯（
ひ
と
り
親
世
帯
）を
支

援
す
る
た
め
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

１
．
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

　

令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る
方 

２
．
公
的
年
金
等
受
給
者

　

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
要
件
を
満
た
し
て

い
る
が
、
公
的
年
金
等（
遺
族
年
金
、
障
害
年

金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な

ど
）を
受
給
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
３

年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
な
い
方

３
．
家
計
急
変
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
収
入
が
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ
水
準

ひとり親
世帯分

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る

子
育
て
世
帯（
ひ
と
り
親
世
帯
）を
支
援
し
ま
す
。

行
政
連
絡
協
議
会
に
て
役
員
が
決
定

行
政
連
絡
協
議
会
に
て
役
員
が
決
定

各
地
区
代
表
行
政
連
絡
員

　
　
　
　
　

  （
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
富
浦
地
区
】

和
泉
澤
和
正（
南
無
谷
）／
早
川
正
美（
原

岡
）／
岩
田
秀
夫（
青
木
）

【
富
山
地
区
】

青
木
文
仁
郎（
市
部
）／
若
林　

茂（
平
久

里
下
）／
川
名
昭
一（
山
田
）

【
三
芳
地
区
】

藤
井
照
男（
本
織
）／
田
村
修
身（
千
代
）／

平
野
裕
一（
中
）

【
白
浜
地
区
】

宇
山
久
男（
小
戸
）／
山
﨑
政
美（
本
郷
）／

早
川
利
一（
島
崎
）

【
千
倉
地
区
】

加
藤
喜
代
志（
大
貫
）／
栗
原
重
雄（
千
田
）

／
堀
江
正
敏（
平
舘
）／
石
井
周
二（
寺
庭
）

／
田
中
一
男（
白
子
）

【
丸
山
地
区
】

西
田　

定（
加
茂
）／
谷　

正
明（
前
田
）／

八
木
幹
夫（
安
馬
谷
）

【
和
田
地
区
】

粕
谷　

章（
下
三
原
）／
八
代
昌
之（
仁
我

浦
）／
長
谷
川
俊
一（
下
）

役
員
紹
介（
敬
称
略
）

富山地区
青木文仁郎
（市部）

会長

和田地区
粕谷　章
（下三原）

副会長
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③
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

７
１
６
件　

１
５
４
０
万
５
千
円

④
市
長
に
お
ま
か
せ

　

９
２
９
７
件

　

２
億
２
１
９
１
万
８
千
円

合
計　

　

１
９
４
２
３
件

　

４
億
６
１
８
４
万
１
千
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、「
ふ
る
さ
と
を
応

援
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
、
地
方
公
共
団
体

へ
の
寄
附
金
と
い
う
形
で
表
す
制
度
で
す
。

　

寄
附
を
行
う
と
、
個
人
住
民
税
の
控
除
が

受
け
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
寄
附

先
は
出
身
地
に
限
ら
ず
、
全
都
道
府
県
・
市

町
村
か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、「
故
郷

へ
の
恩
返
し
」と
い
う
面
に
加
え
、「
好
き
な
地

域
を
応
援
す
る
」と
い
う
面
も
持
っ
て
い
ま

す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
お
申
込
み
い
た
だ
く
際
、

４
つ
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
寄
附
金
の
活
用
先

を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
業
メ
ニ
ュ
ー

ご
と
の
寄
附
件
数
、
寄
附
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
育
む
事
業

　

６
８
３
９
件

　

１
億
６
２
５
２
万
３
千
円

②
自
然
環
境
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
事
業

　

２
５
７
１
件　

６
１
９
９
万
５
千
円

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

先
に
考
慮
す
る
も
の
の
、
将
来
の
産
地
維
持

に
は
若
い
担
い
手
へ
園
地
を
集
約
す
る
こ
と

が
重
要
と
捉
え
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
市
内
外
の
多
く
の

方
か
ら
ご
賛
同
い
た
だ
き
目
標
額
を
大
き
く

上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
寄

附
は
、
倒
木
撤
去

に
必
要
な
重
機
の
レ

ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
費

用
の
補
助
、
次
世

代
の
担
い
手
に
び

わ
園
地
を
集
約
化

す
る
た
め
ド
ロ
ー
ン

を
用
い
た
ほ
場
の
立

体
マ
ッ
プ
作
製
費

用
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

寄
附
金
は
、
市
が
実
施
す
る
色
々
な
事
業
の

予
算
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
令
和
２
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
い
た
だ
い
た
寄

附
金
を
活
用
し
、
令
和
３
年
度
に
取
り
組
む

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
２
７
０
年
続
く
び
わ
栽
培

の
歴
史
を
こ
こ
で
途
絶
え

さ
せ
る
訳
に
は
い
か
な
い
」

台
風
被
害
に
遭
っ
た
び
わ
山
の

再
生
を
誓
い
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦

ふ
る
さ
と
納
税
報
告

ふ
る
さ
と
納
税
報
告

総
寄
附
額 

４
億
６
１
８
４
万
１
千
円

　

令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
被
っ
た
び
わ
山
。
栽
培
す
る
山
へ
続

く
農
道
が
、
多
く
の
び
わ
の
倒
木
で
遮
断
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
び
わ
山
を
復
興
・
再
生
さ
せ
る
た

め
、
倒
木
処
理
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
最
優

令和２年度

寄
附
金
の
使
い
み
ち
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南
房
総
市
で
は
、
令
和
３
年
８
月
か
ら『
子

育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
緩
和
す
る
』た

め
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、

よ
り
多
く
の
子
育
て
家
庭
が
医
療
費
助
成
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

拠
点
施
設
管
理
運
営
事
業

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
の
ぼ
の
の
運
営

費
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。
妊
娠
期
か
ら
幼
稚

園
入
園
前
ま
で
の
親
子
が
利
用
で
き
る
施
設

と
し
て
、
子
育
て
世
代
を
応
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
と
の
触
れ
合
い

や
同
じ
年
齢
の
子
ど
も
が
親
子
で
参
加
す
る

教
室
、
季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

行
い
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

０
歳
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
す
べ
て
の

お
子
さ
ん
が
、
医
療
機
関
に
通
院
ま
た
は
入

院
し
た
場
合
、
健
康
保
険
の
適
用
と
な
る
医

療
費
の
自
己
負
担
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

育
む
事
業

南
房
総
市
の
未
来
を
担
う
す
べ
て
の
子
ど
も

達
の
い
き
い
き
と
し
た“
笑
顔
”を
継
続
す
る

た
め
に
活
用
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
実
施
す
る

事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

子どもたちの健やかな成長を応援します

新型コロナウイルス感染症が流行する前の
イベントの様子

項　目 金額（千円） 事　業 予算額（千円） 活用額（千円）

子どもたちの笑顔を
育む事業 63,759

子ども医療費助成事業 83,428 40,000
読書活動推進事業費 744 500
発育発達支援事業 693 500
拠点施設管理運営事業 13,062 3,000
放課後児童健全育成事業 70,436 19,759

小計 168,363 63,759

自然環境を活かした
地域づくり事業　 24,106

里山づくり拠点整備事業 2,692 2,000
森林環境保全直接支払事業 3,743 1,000
公園・遊歩道管理事業 30,762 12,000
河川水質検査業務委託料 3,230 2,000
雑排水処理施設維持管理事業 42,450 3,606
不法投棄防止対策事業 7,364 3,000
環境都市づくり推進事業 1,024 500

小計 91,265 24,106

市民が主役の
まちづくり事業　 6,009

道路維持事業のうち植栽管理委託料 1,276 500
環境美化活動推進事業交付金 3,202 1,000
自主防災組織補助金 6,000 1,500
工事材料費地元支給分 260 200
協働のまちづくり活動保険料 1,030 500
産学協働地域活力創造事業 9,754 2,309

小計 21,522 6,009

市長におまかせ　 80,310

農地・農業用施設維持管理事業 24,931 15,000
観光ＰＲ事業 18,395 10,000
観光トイレ管理事業 39,530 20,000
道の駅総務費 21,771 10,000
海水浴場安全対策事業 64,201 25,310

小計 168,828 80,310
クラウドファンディン
グ繰越金 3,832 枇杷山再生支援事業費補助金 10,500 3,832

小計 10,500 3,832
合　計 178,016 　 　 178,016
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快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
づ
く
り
や
健
康
増
進

を
目
的
に
、
40
箇
所
以
上
の
観
光
公
園
・
遊

歩
道
・
登
山
道
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

雑
排
水
処
理
施
設
維
持
管
理
事
業

　

家
庭
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
抑
制
す
る

た
め
に
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
の
ほ
か
、

雑
排
水
処
理
施
設
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

排
水
路
か
ら
排
水
を
汲
み
上
げ
て
浄
化
し

た
の
ち
に
海
に
返
す
雑
排
水
処
理
施
設
は
、

自
然
豊
か
な
磯
根
資
源
の
維
持
や
海
水
浴
場

の
水
質
保
全
の
た
め
、
24
時
間
稼
働
し
て
い

ま
す
。

環
境
都
市
づ
く
り
推
進
事
業

　

南
房
総
市
の
望
ま
し
い
環
境
像
を
実
現
す

る
た
め
、
市
の
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

地
球
温
暖
化
対
策
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
、
環
境
学
習
な
ど
事
業
者
お
よ
び
市
民
な

ど
と
協
働
で
取
り
組
む
施
策
や
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

里
山
づ
く
り
拠
点
整
備
事
業

　

里
山
づ
く
り
の
維
持
管
理
を
地
元
の
団
体

に
委
託
し
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
美
化
や
管

理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

里
山
で
は
四
季
折
々
の
花
が
咲
き
、
手
入

れ
さ
れ
た
チ
ッ
プ
ロ
ー
ド
で
は
、
木
の
香
り

や
踏
み
込
ん
だ
時
の
独
特
な
感
触
な
ど
が
楽

し
め
ま
す
。

公
園
・
遊
歩
道
管
理
事
業

　

自
然
を
活
用
し
た
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
た
り

自
然
環
境
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
事
業

市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
事
業

青
い
海
、
緑
豊
か
な
山
に
囲
ま
れ
た
美
し
い

街
並
み
が
、
い
つ
ま
で
も
当
た
り
前
で
あ
る

よ
う
に
維
持
・
継
承
の
た
め
活
用
し
ま
す
。

様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
市
民
や
市
民
団
体

に
よ
る“
活
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
”の
た
め

に
活
用
し
ま
す
。

自然豊かな南房総

自主的・自発的に行う市民活動を応援します

環境ポスター・環境標語コンテス
トで入賞した子どもたちが呼びかけ
る取組メッセージは、毎年エコライ
フ★カレンダーとして配布していま
す。

環
境
美
化
活
動
推
進
事
業
交
付
金

　

南
房
総
市
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
健
康

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
行
政
区

な
ど
が
行
う
地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
助
成

し
、
南
房
総
市
の
環
境
保
全
と
生
活
環
境
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
が
一
緒
に
作
業
す
る
環

境
美
化
の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
祭
礼
の
前

な
ど
に
行
わ
れ
る
ほ
か
、
年
間
を
通
じ
て
毎

月
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
補
助
金

　

自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
考
え
方
に
立
っ

て
、
自
主
的
に
防
災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

共
助
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
自
主
防
災
組
織

の
地
域
防
災
力
向
上
を
図
る
た
め
、
体
制
や

資
材
の
整
備
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

産
学
協
働
地
域
活
力
創
造
事
業

　

産
学
協
働
と
は
、
大
学
生
と
大
学
教
員
が

地
域
の
住
民
や
学
校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
行

政
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
解
決
ま
た
は
地

域
づ
く
り
に
継
続
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の

活
性
化
お
よ
び
地
域
の
人
材
育
成
に
資
す
る

活
動
で
す
。

　

空
き
公
共
施
設
を
活
用
し
た
小
中
高
生
へ

の
教
育
支
援
、
生
産
性
と
付
加
価
値
の
高
い

農
作
物
栽
培
技
術
導
入
、
地
域
資
源
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

富山学園で千葉工業大学の五明教
授による特別授業
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ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
収
入
の
増
加
を
図

る
と
同
時
に
市
内
産
業
を
振
興
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
、
南
房
総
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を

し
た
人
の
う
ち
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
を
対

象
に
、
市
内
の
生
産
事
業
者
が
提
供
す
る
特

産
品
を
返
礼
品
と
し
て
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

市
外
に
い
る
ご
親
戚
や
、
南
房
総
市
を

「
第
２
の
ふ
る
さ
と
」と
感
じ
て
く
れ
て
い
る

全
国
の
人
々
が
対
象
で
す
。

■
協
賛
事
業
者
に
な
る
メ
リ
ッ
ト

　

ふ
る
さ
と
納
税
専
門
サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」「
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
」な
ど
に
、

返
礼
品
の
画
像
や
紹
介
文
、
協
賛
事
業
者
の

名
称
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

協
賛
事
業
者
は
、
返
礼
品
を
発
送
す
る

際
に
、
事
業
案
内
や
製
品
カ
タ
ロ
グ
な
ど
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
こ
と
で
、
販
売

促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
ま
す
。

■
応
募
要
件 

①�

本
社（
本
店
）、
支
社（
支
店
）お
よ
び
事
業

所
、
工
場
が
市
内
に
あ
る
企
業
・
団
体
ま

観
光
Ｐ
Ｒ
事
業

　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ

の
作
成
、「
い
い
と
こ
ど
り
」Ｈ
Ｐ
運
営
管
理
、

ラ
ジ
オ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
に

対
す
る
補
助
金
な
ど
、
南
房
総
市
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
客
の
誘
致
を
行
い
ま
す
。

観
光
ト
イ
レ
管
理
事
業

　

観
光
振
興
お
よ
び
来
訪
者
の
利
便
性
を
図

る
た
め
、
海
岸
線
を
中
心
と
し
て
、
市
内
約

60
箇
所
の
観
光
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
清
潔
で
快
適
に
利
用
で
き
る
施

設
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
太
陽
光
発
電
や
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
施

設
管
理
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
長
に
お
ま
か
せ

南
房
総
市
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
対
象
と
な
る
地
方
団
体

に
指
定
さ
れ
ま
し
た

市
政
全
般
に
活
用
し
ま
す
。

新型コロナウイルスの影響で減少した
観光客を呼び戻したい

た
は
個
人
業
者
で
あ
る
こ
と
。

　

�

南
房
総
市
の
魅
力
を「
体
感
で
き
る
」 「
懐

か
し
ん
で
い
た
だ
け
る
」 

も
の
で
あ
り
、

地
域
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
要
素
を
も

つ
商
品
な
ど
で
あ
る
こ
と
。

②�

南
房
総
市
で
生
産
、
製
造
、
加
工
さ
れ
て

い
る
も
の
、
市
内
の
原
材
料
を
使
用
し
て

い
る
も
の
、
市
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も

の
。

③�

品
質
お
よ
び
数
量
の
面
に
お
い
て
、
安
定

供
給
が
見
込
め
る
こ
と
。（
た
だ
し
、
期
間

限
定
・
数
量
限
定
で
供
給
可
能
な
も
の
は

取
扱
と
す
る
）

④
商
品
情
報
の
開
示
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

■
選
考
方
法

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
取
扱
事
業
者
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

企
画
財
政
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
商
品

の
審
査
を
経
て
返
礼
品
に
認
定
し
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
取
扱
事
業
者
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」が
必
要
な
方
は
企
画
財

政
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

企
画
財
政
課

	

☎
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一
緒
に
南
房
総
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
品
を
募
集
し
ま
す

募集

ふ
る
さ
と
納
税
の
し
く
み

１
万
円
の
寄
付
を
し
た
市
外
者
が
返
礼

品
を
希
望
し
た
場
合

　

南
房
総
市
が
ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
金
）

を
受
け
る
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
に
納
税

額（
寄
附
金
額
）の
３
割
相
当
の
返
礼
品
を

送
り
ま
す
。
市
が
委
託
す
る
業
者
か
ら
発

送
先
情
報
の
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
寄
附

者
に
商
品
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
礼

の
品
３
０
０
０
円
相
当（
送
料
・
消
費
税

込
）の
返
礼
品
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

精
算
は
発
送
完
了
後
に
行
い
ま
す
。
代
金

は
市
が
委
託
す
る
業
者
か
ら
生
産
事
業
者

に
支
払
わ
れ
ま
す
。

ふるさと納税者
（寄附者）

南房総市
（委託業者） 生産事業者

①②
③⑥ ④

⑤

①寄附 ②返礼品選択 ③送付先情報

④返礼品発送 ⑤報告・請求 ⑥代金支払い
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任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
い
農
業
委
員
19

人
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
13
日
の
臨
時
総
会
で
は
農
業
委
員
会

会
長
に
山
口
英
夫
氏
、
会
長
職
務
代
理
者
に

は
加
藤
義
明
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

当
日
は
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
26
人
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
６
年
５
月
２
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

富
浦
地
区（
２
人
）

富
山
地
区（
３
人
）

丸
山
地
区（
３
人
）

白
浜
地
区（
２
人
）

三
芳
地
区（
３
人
）

和
田
地
区（
３
人
）

千
倉
地
区（
３
人
）

農
業
委
員
会
委
員
紹
介　
（
地
区
別　

敬
称
略
）

農 

業 

委 

員
和
泉
澤　

千
壽

川
名　

初
夫

会
長

山
口　

英
夫

宇
山　

久
男

会
長
職
務
代
理
者

加
藤　

義
明

鶴
谷　

照
実

堀
江　

貞
夫

足
達　

崇

笹
子　

幹
夫

杉
田　
一
雄

押
元　

眞
理
子

渡
辺　

愼
一

磐
槻　

泰
夫

渡
　

義
久

木
曽　

貴
夫

岡
本　

秀
和

伊
藤　

淳
史

石
井　

正
人

穗
積　

優
子
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富
浦
地
区（
３
人
）

富
山
地
区（
４
人
）

丸
山
地
区（
５
人
）

三
芳
地
区（
５
人
）

千
倉
地
区（
４
人
）

白
浜
地
区（
２
人
）

和
田
地
区（
３
人
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

生
稲　

正
弘

吉
田　

栄
治

能
重　

錦
一
郎

石
井　

忠
雄

多
田　

安

田
中　
一
男

鈴
木　

重
和

鈴
木　

嘉
嶺　

加
藤　

晃
生

眞
田　

滿

大
場　

正
義

関
上　

繁

西
尾　

光
年

福
原　

宣
之

大
久
保　

康

杉
田　

正
博

正
木　

悦
夫

川
﨑　

裕
史

鈴
木　

浩
仁

安
西　

幹
夫

御
子
神　

善
彦

川
名　

繁

稲
葉　

晃
一

相
川　

英
一

軽
込　

晃

真
田　

和
宏

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
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―
１
０
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令
和
３
年
度
の「
電
話de

詐
欺
被
害
撲
滅

モ
デ
ル
地
区
」に
千
倉
町
平
舘
地
区
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

電
話de

詐
欺
被
害
撲
滅
の
た
め
、
被
害

抑
止
対
策
を
推
進
す
る「
モ
デ
ル
地
区
」を
選

定
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
館
山
警

察
署
で
は
、
地
区
住
民
４
０
０
世
帯
に
依
頼

文
を
配
布
し
た
う
え
で
、
地
区
役
員
会
に
お

い
て
同
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、
協
力

の
要
請
を
し
ま
し
た
。

熊
谷
県
知
事
が
被
災
地
の
視

察
に
訪
れ
ま
し
た

モデル地区に選ばれた平舘区の皆さん

説明を受ける熊谷知事（左）

左から高橋所長、中村さん、吉田さん、石井市長

今月の表紙

　５月23日(日)に千倉小学校で運動会が開催されまし
た。昨年から続く新型コロナの影響で、競技の方法を
変更したり、応援合戦も応援団以外は声を出さないな
ど、感染対策をして行われました。
　児童たちは、｢流した汗は全力の証　燃えあがれ　千
倉っ子｣のスローガンのとおり、全力で競技に取り組
む姿を見せ、応援に駆け付けた保護者をはじめ、多く
の人に感動を与えました。

白組の総合優勝で幕を閉じました

　

堀
江
区
長
は
じ
め
各
役
員
は「
平
舘
区
か

ら
被
害
者
を
出
さ
な
い
。
平
舘
区
か
ら
館
山

警
察
署
管
内
全
域
に
情
報
発
信
を
し
、
電

話de

詐
欺
に
対
す
る
防
犯
意
識
を
高
揚
さ

せ
て
い
き
た
い
。」と
要
請
を
快
諾
し
、
相
互

協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

４
月
27
日（
火
）、
令
和
元
年
房
総
半
島

台
風
な
ど
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
県

知
事
の
現
地
視
察
が
富
浦
地
区
で
行
わ
れ
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
枇
杷
の
温
室
ハ
ウ
ス
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

農
業
生
産
者
か
ら
復
旧
状
況
な
ど
の
説

明
が
あ
り
、
熊
谷
知
事
か
ら
は
労
い
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

千
倉
町
平
舘
地
区
が

被
害
撲
滅
モ
デ
ル
地
区
に
選
定

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

電
話 
de 
詐
欺
！

前
行
政
相
談
委
員
に

　
　

総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈

　

５
月
12
日（
水
）、
南
房
総
市
役
所
で
、
行

政
相
談
委
員
と
し
て
長
年
尽
力
し
た
吉
田
幸

雄
さ
ん（
白
浜
）と
中
村
和
夫
さ
ん（
三
芳
）へ
、

総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
は
、
石
井
市
長
立
ち
合
い
の
も

と
、
総
務
省
千
葉
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン

タ
ー
の
高
橋
所
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
平
成
25
年
か
ら
８
年
間
、
中

村
さ
ん
は
平
成
27
年
か
ら
６
年
間
、
行
政
相

談
委
員
と
し
て
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
相
談
業

務
で
国
な
ど
が
取
り
扱
う
行
政
に
関
す
る
苦

情
や
意
見
、
要
望
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
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左から黒田局長、石井市長、小池局長

稲を片手に田んぼに足をつっこみ泥の感触を楽し
みました

郵
便
局
と
包
括
連
携
協
定

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
期
待

嶺
南
小
学
校
で
田
植
体
験

「
泥
の
感
触
に
歓
声
あ
げ
る
」

　

５
月
12
日(
水)
、
市
と
日
本
郵
便
株
式
会

社
で
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

館
山
郵
便
局
お
よ
び
市
内
に
あ
る
17
郵
便

局
が
連
携
協
力
す
る
内
容
は
、
①
安
心
・
安

全
な
暮
ら
し
の
実
現
、
②
道
路
等
の
異
常
を

発
見
し
た
場
合
の
情
報
提
供
、
③
不
法
投
棄

が
疑
わ
れ
る
廃
棄
物
等
を
発
見
し
た
場
合
の

情
報
提
供
、
④
地
域
経
済
の
活
性
化
、
⑤
未

来
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
、
⑥
災
害
時
に
お

け
る
協
力
な
ど
で
す
。

　

市
役
所
で
行
わ
れ
た
締
結
式
で
は
、
石
井

市
長
と
日
本
郵
便
側
の
代
表
と
し
て
、
館
山

郵
便
局
の
黒
田
孝
幸
局
長
、
丸
山
郵
便
局
の

小
池
栄
夫
局
長
が
協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

５
月
19
日(

水)
、
嶺
南
小
学
校
の
４
年
生

42
人
が
学
校
近
く
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
丸
山
右
岸
環
境
保
全
組
合
、
水

土
里
ネ
ッ
ト
阿
波
中
央
、
農
事
組
合
法
人
か

ざ
ぐ
る
ま
フ
ァ
ー
ム
の
協
力
の
も
と
、
手
植

え
で
苗
を
植
え
る
昔
な
が
ら
の
田
植
え
の
ほ

か
、
田
植
え
機
に
乗
る
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　

嶺
南
小
学
校
で
は
、
生
産
者
へ
の
感
謝
と

食
べ
物
の
あ
り
が
た
さ
を
考
え
る
学
習
と
し

て
、｢

米
作
り
体
験｣

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
秋
に
稲
刈
り
を
行
い
、
収
穫
さ
れ
た

お
米
は
市
内
の
学
校
給
食
に
提
供
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

教
育
長
の
三
幣
貞
夫
氏
が
、
令
和
３
年

５
月
17
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
26

日
に
行
わ
れ
た
市
議
会
第
１
回
臨
時
会

で
、
議
会
の
同
意
を
得
て
教
育
長
と
し
て

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
任
期
は
令
和
６
年
５
月
16
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

　

ま
た
同
様
に
、
教
育
長
職
務
代
理
者
の

小
宮
忠
氏
も
、
議
会
の
同
意
を
得
て
教
育

委
員
会
委
員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
任
期
は
令
和
７
年
５
月
16
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

教
育
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
教
育
長
と
し
て
の
重
責
を
さ

ら
に
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な

思
い
を
持
ち
、
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
の

見
通
し
の
立
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
子
ど
も
園
、
小
中
学
校
で
は
マ
ス
ク

を
し
て
密
に
な
ら
な
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
っ
た
日
常
を
子
供
た
ち
は
送
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
の
面
で
も
活

動
時
間
や
範
囲
の
制
限
を
や
む
な
く
お
願

い
し
て
い
ま
す
。　
　

　
“
新
た
な
日
常
”が
言
わ
れ
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
と
り
わ
け
話
題
と
な
り
ま
す
が
、

温
故
知
新
、
不
易
流
行
の
言
葉
が
表
す
よ

う
に
、
何
を
残
し
継
続
し
、
何
を
改
め
、

何
を
取
り
入
れ
て
い
く
か
は
、
教
育
の
場

に
お
い
て
は
い
つ
の
世
で
も
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。　
　
　
　

　

子
供
た
ち
が
そ
の
可
能
性
に
挑
む
力
を

つ
け
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
市
民
の
皆

様
が
体
育
、
文
化
の
面
で
充
実
し
た
機
会

を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

教育長
三幣　貞夫

教育長職務代理者
小宮　忠

教
育
長
、
教
育
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

教
育
長
、
教
育
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
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　日本歯科医師会が「６（む）４（し）にちなんで６月４日に「むし歯予防デー」として１９２８年から実施し、
２０１３年より「歯と口の健康週間」になっています。
　歯と口の健康を保つことは、生涯を通じて自分の歯で食べる楽しみを味わうためだけでなく、バランスのと
れた適切な食生活を送ることを可能にし、肥満や糖尿病などの生活習慣病の予防など、全身の健康にも影響す
る重要なことです。
　かかりつけ歯科医を持ち、定期的に歯科検診を受け、むし歯や歯周病をなくして「８０２０（ハチマルニイマル）」
８０歳になっても２０本以上自分の歯を保つことを目指し、この機会に歯と口の健康について見直してみましょ
う。
　新型コロナウイルス感染症予防にも口腔ケアは重要です。毎日自分で行うセルフケアと歯科医院で行うプロ
ケアの両輪で口腔内をきれいな状態に保ちましょう。

　歯ブラシの毛先がとどきにくいところ（歯と歯が接している面、歯と歯ぐきの境目など）はデンタ
ルフロス（糸ようじ）や歯間ブラシを使って歯垢をしっかりと取り除きましょう。

　歯垢がついていないか、歯ぐきが赤く腫れていないか、歯と歯の間の歯ぐきがピンク色に引き締まっ
ているかなどをチェックしましょう。

・かかりつけ歯科医で歯の喪失原因であるむし歯や歯周病の重症化を予防
・歯石除去と歯面清掃
・セルフケアのアドバイス
　痛みや腫れなどの自覚症状が出た時に受診するのではなく、定期的に歯科医師や歯科衛生士によるチェック
や歯のクリーニング（プロケア）を受けることが８０２０（ハチマルニイマル）を達成するための近道です。

セルフケア（自分で行う毎日のお手入れ）ブラッシングと歯間ケアで歯垢を取り除く

プロケア（歯科医院での定期検診）

令和３年度　標語：一生を　共に歩む　自分の歯

６月４日（金）６月４日（金）からから１０日（木）１０日（木）まではまでは

歯と口の健康週間です歯と口の健康週間です

歯と歯肉の境目
おく歯の後ろ
・かみ合わせ

歯と歯の間

歯と歯の間

前歯の裏側

ポイント１１　歯垢のたまりやすいところを、重点的にていねいにブラッシングしましょう

ポイント ２２　フロスや歯間ブラシを使う

ポイント ３３　鏡を見てチェックする

歯と歯ぐきの境目

歯並びが
悪いところ

奥歯の
かみ合わせ
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　「フレイル（虚弱）」とは、高齢期に在宅での生活が続き、外出の機会や人とのかかわりが減ってしまい、身
体の機能や活力が低下してしまうことです。
　毎日の生活習慣を見直し、予防のための工夫をしましょう。

　外に出られない時は、家のなかを歩
きましょう。歩くときは背筋をまっすぐ
伸ばして、かかとから着地しましょう。
その場での足踏みでも効果があります。

【ラジオ】
・ラジオ第１	 毎日		 6：30～  6：40
・ラジオ第２	 月～土		 8：40～  8：50
		  12：00～ 12：10
		  15：00～ 15：10

【テレビ】
・ＮＨＫ Ｅテレ	 毎日		 6：25～  6：35 
・ＮＨＫ 総合	 月～金		 9：55～ 10：00（みんなの体操）
		  14：55～ 15：00（いろいろ）
※�テレビでは、ラジオ体操第１・第２、みんなの体操、オ
リジナル体操、リズム体操などがあります。
　（令和３年５月12日時点）

　「地域がいきいき　集まろう！通いの場」
では、新型コロナウイルス感染症に気をつ
けつつ、高齢者の方々が健康を維持するた
めの情報を紹介しています。
　ぜひ、このWeb
上の「通いの場」に
集まって、ココロも
カラダも健康になり
ましょう。

もっと身体を動かしたい人のために！
ラジオ体操＆テレビ体操

ほかにも、高齢者の方の元気を支え
るｗｅｂサイト上の街「地域がいきい
き　集まろう！通いの場」で各地の
体操を紹介しています。
URL：https://kayoinoba.mhlw.go.jp/

もう少し筋力ＵＰを目指すなら「スクワット」
　ひざがつま先より前に出ないようにしましょう。まずは
10回を目標にやってみましょう。ひざや腰に痛みがある方は、
無理しないように気をつけて下さい。

筋力の低下を防ぐために身体を動かしましょう

運動でフレイルを予防しましょう！
健康支援課　基幹型地域包括支援センター　☎36－1152

無理せず、継続して
行うことが大切です
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チャレンジコース（上限３０万円）　８団体

①南房総三芳・村のしろうと百姓塾（三芳・３年目）～南房総の里山の恵みの収穫＆田舎のお楽しみ体験～

　南房総の自然あふれる里山での自然体験を通して都市部などの親子と交流し、南房総市の豊かな自
然の魅力を伝え、交流人口の増加と移住定住のきっかけづくりを行います。

②大井里山保全協議会（丸山・２年目）～大井地区竹資源活用プロジェクト

　地域で邪魔者になっている竹を有効活用するための商品開発やイベントを開催し、日本酪農発祥の
地「酪農のさと」周辺に新しい観光資源を創出します。

③SNSで盛り上げる南房総（千倉・１年目）～ SNSを活用した地方活性化～

　YouTube・インスタグラムを通じ、南房総市内の魅力を伝えることで、観光・移住促進を行います。

④�さとうきびの里 南房総（千倉・２年目）
～さとうきびシロップ及び関連商品開発による「さとうきびの里づくり」～

　南房総市産さとうきびからシロップや関連商品を開発して、休耕田の再利用を目指します。また、ラ
ム酒の原料となるモラセスやさとうきびジュースの製造方法を研究開発します。

⑤川上かわたん（富山・１年目）～岩井川源流部自然整備事業～

　岩井川源流部の大
おおだい

滝に向かう川沿い遊歩道を整備し、魅力ある観光資源にすることにより地域活性
化を図ります。

⑥三芳・方言の会（三芳・１年目）～「方言もいいやで」プロジェクト～

　三芳地区の方言をまとめて資料集をつくり、地域の歴史や文化の関心を高める取り組みを行います。

⑦房総アワビ移民研究所（千倉・３年目）～房総アワビ漁師移民の古文書研究と漁村文化のまちづくり～

　明治期に安房地域から渡米したアワビ移民の歴史を掘り起こし後世に伝えるため、地域に残されて
いる貴重な古文書を読み解き、調査研究を深め、その歴史文化や功績を顕彰し、地域振興や国際交流
の活性化に繋げます。

⑧チーム花鯨（和田・１年目）～花と鯨による和田地域の活性化事業～

　和田地域の伝統的産業となっている「花」と「鯨」に焦点をあてた絵画コンクールや植栽活動、ビーチク
リーンをとおして地域活性化を目指します。

　４月17日（土）、とみうら元気倶楽部で「市民提案型まちづくりチャレンジ事業」のチャレンジコースに提案し
た団体の公開審査会が行われ、「はじめの一歩コース（上限５万円）」に２団体、「チャレンジコース（上限 30万円）」
に８団体が採択されました。

はじめの一歩コース（上限５万円）　２団体

①平舘チャンネルの会（千倉）～なづがっぱらワンダーランド再生～

　美しい里山と田園風景、奇岩等に恵まれ、民話・伝承の伝わる平舘地区の名
なづがっ ぱ ら

戸川原を整備し、地域
活性化を図ります。

②地域ボランティア『Flower Seed ！』～花と海と太陽の町プロジェクト～

　千倉町川口地区休耕田対策の応援を行い、花と海と太陽の町をとり戻し地域活性化を目指します。

　市民課　☎３３－１００５

自主的、自発的に公益的な活動に取り組んでいる市民活動団体を応援！

市民提案型まちづくりチャレンジ事業～多彩な活動の１０団体を採択～市民提案型まちづくりチャレンジ事業～多彩な活動の１０団体を採択～
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　南房総市に来て、軽自動車を買いました。７年間運転をしていなかったので、練習しようとしました。
　住宅街の狭い道に入ろうとしたとき、知人に注意してもらったことを思い出しました。あの道路は車一台しか
通れないので、向こうから車が来たら、バックしないといけない可能性があると。ほぼ新人並みの運転スキル
で、バックすることに自信がなかった私は道路に入りながら、向こうから車が来ないように「来ないでください」
と何回もつぶやきました。
　呪いのように、来ないでほしいと思うほど、一層来るようです。道路に入ったとたん、車が向こうから来てし
まいました。自分にジンクスをかけたようです。

　When I first got to Minamiboso City and bought a kei car, I decided that I should practice driving since I 
had not driven in seven years.
　When I was just about to enter a narrow road in a residential area, I remembered something that 
someone I know warned me about: a car might come from the other direction and I might have to back 
out because the road is only wide enough for one car. I was only as skilled as a new driver and didn't 
have any confidence in my reversing technique, so as I drove towards the road, I repeated, “Please don't 
come,” and prayed that another car would not come from the opposite direction.
　It seems that the more you don't want something to happen, the more it will happen. Just as I entered 
the road, a car came from the other direction. It seems that I had jinxed myself.

南房総市国際交流員
文・訳　チー・エンジャ

ジンクス

Jinx

６チーさな島国より…チーさな島国より…

情
報
公
開
制
度

情
報
公
開
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

運
用
状
況

情報公開制度の運用状況（令和２年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　 （件）

実施機関 請求
件数

処理状況
審査請求

全部開示 部分開示 非開示 不存在 却下など
市　　　長 ８７ ８２ ５ ０ ０ ０ ０
教育委員会 　２ 　２ ０ ０ ０ ０ ０

選挙管理委員会 　２ 　２ ０ ０ ０ ０ ０
合　　　計 ９１ ８６ ５ ０ ０ ０ ０

個人情報保護制度の運用状況（令和２年度）　　　　　　　　　　　　　　　 （件）

実施機関 請求
件数

処理状況
審査請求

全部開示 部分開示 非開示 不存在 却下など
市　　　長 ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０

市長部局以外 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
合　　　計 ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０

情
報
公
開
制
度

　

市
民
参
加
型
の
市
政
を
進
め

る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

市
民
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、

市
が
保
有
す
る
文
書
を
原
則
公

開
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　

市
民
の
権
利
と
利
益
を
保
護

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報（
本

人
の
情
報
に
限
る
）に
つ
い
て
、

見
た
り
、
誤
り
を
訂
正
し
た
り
す

る
権
利
を
保
障
し
ま
す
。

行
政
資
料
公
開
コ
ー
ナ
ー

　

市
役
所
本
館
１
階
に
、
行
政

資
料
公
開
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

市
の
計
画
、
刊
行
物
、
資
料
、

県
報
、
町
史
、
辞
典
な
ど
各
種
資

料
が
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

総
務
課　

	

☎
33
―
１
０
２
１
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今月の掲示板今月の掲示板今月の掲示板今月の掲示板

有料広告有料広告

　諸事情でやむなく離婚されても、お二人の間に生
まれたお子さんの健やかな成長を見守ることは大切
なことです。お子さんの成長に必要な養育費の支払
いは離婚後も親の責務ですが、実際には親権者が養
育費を取得できないケースが多いのが現状です。
　養育費の問題の解決に向け、弁護士による法律相
談を開催します。
と　き／６月26日（土） 13：00～16：00
ところ／ちくら介護予防センター　ゆらり１階
その他／相談はひとり40分程度で予約が必要です。

　 　（一財）千葉県母子寡婦福祉連合会事務局
　　　☎０４３－２２２－５８１８　　　　

　　　 ０４３－２２５－９１７７

　建築士の日に建築士による住宅無料相談会を実施
します。住宅の耐震性を
心配されている人など住
宅についてのお悩みにお
答えします。
と　き／６月27日（日） 13：30～16：00
ところ／三芳農村環境改善センター
持ち物／住宅の図面（ない場合は間取りと写真）
　（社）千葉県建築士会安房支部（支部長　倉持）

	 ☎２７－５２７７

子
育
て

相談は無料・秘密は守られます
養育費等の無料法律相談を開催します

住
ま
い

６月27日は建築士の日
建築キャンペーン～住宅無料相談会～

　５月下旬に農業者年金基金から「現況届」が郵送され
ます。必要事項を記入し、６月30日（水）までに農業委
員会事務局、朝夷行政センターまたは各地域センター
へ提出してください。
　「現況届」が提出されない場合は、年金の支給が一
時停止されますのでご注意ください。
　また、受給者が死亡しているのに現況届が郵送され
た場合は、農業委員会事務局までご連絡ください。

　農業委員会事務局　☎３３－１０８１

　４月１日付けで３名の人権擁護委員が委嘱されまし
た。（長年委員を務められた平井良明委員が退任され、
山口隆晴委員が新たに委嘱されました。）

　市には、法務大臣が委嘱した17人の人権擁護委員
がおり、人権啓発活動に従事し、人権相談、市内小中
学生を対象とした人権教室などを行っています。
　人権相談では、家庭内の暴力、いじめ、差別など、
幅広い相談を受け付けています。秘密は守られますの
で、お気軽にご相談ください。（相談無料）

　市民課　☎３３－１０５１

農
業

農業者年金を受給されている皆さんへ
６月は農業者年金現況届の提出月です

相
談

気軽に人権相談をご利用ください
３人の人権擁護委員を委嘱

松尾和子委員
（丸山地区）

北見勇委員
（和田地区）

山口隆晴委員
（丸山地区）

【再任】【再任】【新任】
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　パブリックコメント制度とは、市政などの方針を決定する前に、案件を市民に公表し、一定の期間、意見や
要望を募集する制度です。募集期間中に、ホームページなどで公表しますので、意見をお寄せください。
　令和３年度にパブリックコメントとして意見を募集する予定の案件は、次のとおりです。

南房総・館山地域公共交通計画
　令和３年度から令和７年度ま
での南房総・館山地域の地域公
共交通の活性化と利便性向上な
どを図るための計画
募集期間／令和３年６月から７月
担当課　企画財政課　
　　　　☎３３－１００１

南房総市地域公共交通計画
　令和３年度から令和７年度ま
での地域公共交通の活性化と利
便性向上などを図るための現行
計画の改定
募集期間／令和３年６月から７月
担当課　企画財政課　
　　　　☎３３－１００１

南房総市地域防災計画修正
　南房総市地域防
災計画の令和３年
度修正
募集期間／
令和４年１月から２月
担当課　消防防災課　
　　　　☎３３－１０５２

有料広告 有料広告

　

安
房
に
は
修し
ゅ
げ
ん験
の
開
祖
・
役
行
者
像
が
十
五
体
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
安
房
に
役
行
者
開
基
と
言
わ
れ
る
寺
院
が
、
滝
善
院（
富
浦
町

多
田
良
）、
小
松
寺（
千
倉
町
大
貫
）、
養
老
寺（
館
山
市
洲
崎
）の
三
ヵ

寺
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
正
善
院（
富
浦
町
原
岡
）が
天
台
宗
修
験
道

総
本
山
・
京
都
聖
護
院
の
影
響
を
受
け
て
い
た
、
朝あ
さ
い夷
、
安あ

わ房
、
平へ
い

三さ
ん
ご
お
り
郡
の
修
験
二
十
七
ヵ
寺
の
触
ふ
れ
が
し
ら頭
と
し
て
活
躍
し
た
か
ら
で
す
。

　

役
行
者
は
生
没
不
詳
の
人
で
す
が
、
七
～
八
世
紀
に
か
け
活
躍
し

た
呪
術
的
な
宗
教
家
で
す
。
大
和
の
葛か
つ
ら
ぎ
や
ま

城
山
に
住
み
、
鬼き

神じ
ん

を
自
在

に
あ
や
つ
り
、
密
教
的
な
呪
法
を
駆
使
し
た
こ
と
か
ら
、
山
岳
修
行

者
、
修
験
道
の
祖
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
か
各
地
に
鎮
座
す

る
役
行
者
像
の
大
方
の
お
顔
が
凛
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
な
ぜ
か
千

倉
町
平
舘
の
永え
い
さ
い
ど
う

崎
堂
の
岩
窟
に
鎮
座
す
る
役
行
者
像
は
、
安
房
唯
一

の
満
面
に
笑
み
を
た
た
え
た
像
な

の
で
す
。
身
に
は
長な
が
ど
き
ん

頭
襟
納の
う
え衣
を

ま
と
い
、
右
手
に
六
ろ
く
り
ん
じ
ゃ
く
じ
ょ
う

輪
錫
杖
、
左

手
に
経
き
ょ
う
か
ん巻
を
握
り
、
高
下
駄
を
履

き
岩
に
腰
か
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
度
珍
し
い
笑
顔
の
永

崎
役
行
者
像
を
お
参
り
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
昔
か
ら
役
行
者
像
に
参

る
と
、
足
腰
が
丈
夫
に
な
る
ご
利

益
が
あ
り
ま
す
。

「笑
え が お

顔の役
えんのぎょうじゃぞう

行者像」

第 181 話
生
いくいな

稲謹
きん

爾
じ

「パブリックコメント制度」広く意見を募集します！
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広
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内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

 県指定有形文化財（考古資料） 県指定有形文化財（考古資料）

所在地／本織2014－1（三芳地区）
所有者／延命寺（曹洞宗）

延命寺板石塔婆
えんめいじいたいしとうば

南房総では珍しいとんがり頭の石造物

～南房総市内の文化財を紹介します～　～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課 ☎46－2963教育委員会生涯学習課 ☎46－2963
○○5858

シリーズシリーズ

　
・常時公開。
・トイレあり／駐車場あり

公
開

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・�見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

　板石塔婆とは、先祖の供養や自身の極
ごくらくおうじょう

楽往生などを
願って立てた石の塔婆（卒

そ と う ば

塔婆）のことです。この板
石塔婆は延命寺の裏山にあり、石碑の中にはめ込まれ
た状態で安置されています。
　これは「武

むさしがた

蔵型」というタイプで、三角形状の頂点と
上部に刻まれた２本の溝、埼玉県秩父地方でとれる緑

りょく

泥
でいへんがん

片岩を材料としているのが特徴です。鎌倉時代から
戦国時代に武

むさしのくに

蔵国（現在の東京都・埼玉県・神奈川県
の一部）周辺で普及しましたが、安房地域では数例し
か見つかっていません。
　サイズは縦126㎝・幅 32㎝で、もとは石碑にはめ込
まれておらず自立していました。
　造立した人物や目的は記されていませんが、上半分
に阿

あ み だ に ょ ら い

弥陀如来・観
かんのんぼさつ

音菩薩・勢
せいしぼ さ つ

至菩薩を意味する種
しゅじ

字、
下半分に「諸

 しょぎょうむじょう

行無常 是
ぜしょうめっぽう

生滅法」など仏の教えを示す
文言と鎌倉時代後期にあたる正

しょうあん

安３年（1301）の年号
が刻まれています。

延命寺板石塔婆

武蔵型板石塔婆の一例
（千々石到『板碑と石塔の祈り』より）

しょうあんさんねんざいめい

（正安三年在銘）


